
は

じ

め

に

宮
本
輝
は
、
追
手
門
学
院
大
学
の
第
一
期
生
で
あ
り
、
同
大
学
附
属
図
書

館
に
は
、
宮
本
輝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
併
置
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
と

お
り
、
彼
の
大
学
時
代
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
が
「
青
が
散
る
」（『
別
冊
文

藝
春
秋
』
一
九
七
八
年
九
月
（
一
四
五
号
）〜
一
九
八
二
年
一
〇
月
（
一
六

一
号
））
で
、
一
九
八
三
年
に
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
系
で
、
全
一
三
回
の
ド

ラ
マ
と
し
て
放
映
さ
れ
た
。
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
一
日
か
ら
一
九
八
四
年

一
月
二
七
日
の
金
曜
日
夜
八
時
か
ら
の
枠
で
、
出
演
は
、
石
黒
賢
、
二
谷
友

里
恵
、
川
上
麻
衣
子
、
佐
藤
浩
市
他
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
ド
ラ
マ

は
、
東
京
郊
外
に
舞
台
が
移
さ
れ
て
い
た
。

小
説
に
お
い
て
は
、
宮
本
輝
、
当
時
の
宮
本
正
仁
が
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
椎
名
燎
平
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
金
子
慎
一
は
、
予
定
で
は
四
年
後

に
で
き
る
と
い
う
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
前
倒
し
し
て
作
る
た
め
に
、
学
長
に
直

談
判
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か
ら
、
コ
ー
ト
を
作
る
た
め
の
土
を
ト
ラ
ッ
ク

三
台
分
も
ら
い
、
高
校
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
、
ス
コ
ッ
プ
と
ツ
ル
ハ

シ
と
で
、
一
ヶ
月
か
け
て
、
ま
さ
し
く
手
作
り
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
宮
本
輝
自
身
は
、「
青
が
散
る
」
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
慎
重
に

も
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

け
れ
ど
も
「
青
が
散
る
」
は
「
道
頓
堀
川
」
同
様
、
自
伝
小
説
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
二
、
三
、
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
、
青

春
と
い
う
舞
台
の
上
に
思
い
つ
く
ま
ま
に
私
が
創
り
あ
げ
た
虚
構
の
世

界
で
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
も
何
ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
青
が
散
る
」
の
構
造

真

銅

正

宏

The
structure

of
‘A

o
ga

chiru’

M
asahiro

S
H

IN
D

O

― ８６ ―

（２３）



し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
説
の
読
み
方
と
し
て
は
、
本
来
は
、
モ
デ
ル
さ
が

し
を
す
る
よ
り
も
、
ど
う
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
取
る
べ
き
と
思
わ
れ

る
。「
青
が
散
る
」
は
、
小
説
と
し
て
も
、
読
者
を
惹
き
つ
け
る
た
め
の
典

型
的
な
構
造
を
持
つ
小
説
な
の
で
あ
る
。

一
、
小
説
の
舞
台
と
筋

小
説
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、
ま
ず
そ
の
時
間
的
な
枠
取

り
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
同
様
に
、
ど
こ
が
舞
台
と

設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
も
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

椎
名
燎
平
は
、
大
阪
郊
外
の
茨
木
市
に
新
設
さ
れ
た
大
学
に
、
あ
ま
り
気

が
進
ま
ぬ
ま
ま
、
そ
の
手
続
き
の
た
め
に
訪
れ
る
。
事
務
室
の
前
で
佐
野
夏

子
を
見
か
け
、
彼
女
に
惹
か
れ
た
せ
い
も
あ
り
、
入
学
を
決
め
、
こ
の
夏
子

へ
の
気
持
ち
を
中
心
に
、
物
語
は
動
き
始
め
る
。
や
が
て
出
会
っ
た
巨
漢
の

金
子
慎
一
と
い
う
男
に
誘
わ
れ
硬
式
テ
ニ
ス
部
を
創
設
し
、
テ
ニ
ス
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
の
面
白
さ
に
も
目
覚
め
て
い
く
。

テ
ニ
ス
部
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
友
人
た
ち
が
集
っ
て
く
る
。
後
に
大
学
を

辞
め
て
人
妻
に
な
る
星
野
祐
子
、
高
校
時
代
の
名
選
手
な
が
ら
、
心
の
病
に

か
か
っ
て
い
る
安
斎
克
己
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
歌
手
を
目
指
し
、
実
現
す
る

が
、
や
く
ざ
の
妻
と
不
倫
し
て
将
来
を
失
う
ガ
リ
バ
ー
、
テ
ニ
ス
の
実
力
は

上
な
が
ら
、
燎
平
に
負
け
て
し
ま
い
、
テ
ニ
ス
を
や
め
る
ポ
ン
ク
な
ど
で
あ

る
。
燎
平
は
、
青
年
は
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
潔
癖
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
大
学
教
授
の
言
葉
や
、
テ
ニ
ス
に
勝
つ
た
め
に
取
る
戦

略
を
考
え
る
際
に
、
覇
道
で
い
く
の
か
王
道
で
い
く
の
か
と
考
え
た
り
、
青

年
的
な
考
え
に
揺
れ
な
が
ら
も
、
四
年
間
成
長
を
重
ね
て
い
く
。

テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
他
に
は
、
友
人
た
ち
の
複
雑
な
恋
愛
が
、
多

く
は
ト
ラ
ブ
ル
と
共
に
描
か
れ
る
。
婚
約
者
の
い
る
男
と
恋
愛
し
て
傷
つ
く

夏
子
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、
燎
平
自
身
も
、
祐
子
と
関
係
を
持
つ
に
到
る
。

や
が
て
「
特
権
的
」
な
四
年
間
が
過
ぎ
、
燎
平
は
「
こ
の
四
年
間
は
、
恥

か
し
い
時
代
や
っ
た
な
ァ
」
と
つ
ぶ
や
く
。
夏
子
は
、「
燎
平
、
私
み
た
い

な
傷
物
は
い
や
？
」
と
尋
ね
る
。
し
か
し
二
人
の
関
係
に
そ
の
ま
ま
続
く
明

る
い
未
来
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。
み
ん
な
が
、
卒
業
と
同
時
に
、
解

散
す
る
形
で
、
小
説
は
終
わ
る
。

さ
て
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
も
う
一
度
、
小
説
の
書
き
方
の
技
術
面
か

ら
見
直
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
ま
ず
気
づ
く
の
は
、「
青
が
散
る
」
は
、
こ

の
よ
う
に
、
大
学
生
活
の
青
春
を
描
く
小
説
と
し
て
、
大
学
四
年
間
と
い

う
、
極
め
て
明
確
な
時
間
軸
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
舞
台
も
、

大
学
と
そ
の
周
辺
、
固
有
名
で
い
う
な
ら
ば
、
関
西
圏
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
登
場
人
物
た
ち
の
用
い
る
大
阪
弁
と
も
関
連
し
、
こ
の
こ
と
は
、
限
定

的
に
、
こ
の
小
説
を
特
徴
付
け
て
い
る
。
要
す
る
に
、
枠
組
み
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

次
に
、
人
物
が
か
な
り
多
く
登
場
す
る
と
い
う
事
実
に
気
づ
く
。
登
場
人

物
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
の
個
性
は
描
き
分
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
一
見
悪
役
と
見
え
る
人
物
の
像
は
、
小
説
の
魅
力
を
左
右
す
る
一
つ

の
要
素
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
悪
役
と
さ
れ
る
の
は
虚
構
の
世
界
に
の
み
あ

る
設
定
で
あ
り
、
現
実
世
界
に
お
い
て
人
間
は
当
然
な
が
ら
配
役
で
は
な

「青が散る」の構造 （２４）
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く
、
平
等
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
先
験
的
な
悪
役
は
い
な
い
の
で
、
虚
構

の
成
否
を
分
け
る
目
安
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
説
で
言
う
な
ら
ば
、

貝
谷
朝
海
の
造
型
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
物
を
登
場
さ
せ
な
が
ら
、
実
に
精
妙
に
人
物

像
の
描
き
分
け
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
来
の
個
性
を
描
く
だ
け

で
は
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
人
の
性
格
は
、
普
段
は
潜
在

し
、
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
概
ね
明
確
な
形
を
示
さ
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
行
動
を
取
っ
た
時
に
は
、
そ
の
特
徴
が
極
端
に
表
れ

る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
恋
愛
で
あ
る
。
普
段
大
人
し
い
と
思
っ
て
い

た
人
物
が
、
恋
愛
の
場
面
で
は
、
急
に
大
胆
に
な
っ
た
り
す
る
。
つ
ま
り
人

物
像
は
、
根
源
的
な
性
質
で
は
な
く
、
表
層
的
な
行
動
の
表
れ
と
し
て
描
か

れ
る
時
、
極
端
化
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
虚
構
で
あ
る
小

説
は
、
こ
の
絡
繰
り
を
し
ば
し
ば
利
用
す
る
。
こ
の
小
説
も
、
先
に
書
い
た

と
お
り
、
恋
愛
に
つ
い
て
複
雑
な
局
面
ば
か
り
を
描
く
の
で
、
人
物
像
を
う

ま
く
描
き
分
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
祐
子
の
造

型
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
宮
本
輝
は
、『
宮
本
輝
』（『
新

潮
』
四
月
臨
時
増
刊
、
一
九
九
九
年
四
月
）
に
収
め
ら
れ
た
、「
宮
本
輝
へ

の

の
質
問
」
と
い
う
、
愛
読
者
か
ら
募
集
し
た
宮
本
輝
へ
の
質
問
の
う

ち
、「『
青
が
散
る
』
の
三
人
の
女
性
、
夏
子
、
祐
子
、
恭
子
の
う
ち
で
、
宮

本
輝
さ
ん
が
一
番
好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
は
誰
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
答

え
て
、「
夏
子
に
祐
子
が
ま
ざ
れ
ば
一
番
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
（
笑
）。
や
っ
ぱ
り
祐
子
か
な
。
祐
子
に
一
番
愛
情
を
感
じ
て
書
き
ま
し

た
ね
。
恭
子
は
ち
ょ
っ
と
ヤ
ク
ザ
か
な
。」
と
答
え
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
テ
ニ
ス
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
テ
ニ
ス
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ

に
も
増
し
て
、
良
く
も
悪
く
も
、
メ
ン
タ
ル
面
が
強
く
影
響
す
る
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
り
、
ま
た
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
よ
う
な
長
い
試
合
に
な
る
と
、
ゲ
ー

ム
に
ド
ラ
マ
性
が
否
応
な
く
入
り
込
む
。
や
す
や
す
と
勝
つ
も
の
と
思
え

ば
、
油
断
か
ら
た
ち
ま
ち
逆
転
さ
れ
て
し
ま
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
こ
の
テ

ニ
ス
の
形
を
描
く
こ
と
で
、
人
物
造
型
を
も
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
は
登
場
人
物
の
性
格
の
、
実
に
高
度
な
描
き
分
け
の
方
法
と
呼
べ
よ
う
。

舞
台
背
景
の
工
夫
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

こ
の
小
説
は
、
大
阪
を
中
心
に
し
た
物
語
で
あ
る
。
実
際
に
追
手
門
学
院

大
学
の
あ
る
茨
木
を
始
め
、
北
摂
や
大
阪
市
内
、
ま
た
阪
神
間
の
地
名
が
数

多
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
作
品
の
舞
台
が
、
こ
こ
に
通
う
学
生
た
ち
の

生
活
圏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
追
手
門
学
院
大
学
に
つ
い
て
は
、
１
章
の
冒
頭
に
以
下
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
月
半
ば
の
強
い
雨
の
降
る
寒
い
日
、
椎
名
燎
平
は
、
あ
ま
り
気
の

す
す
ま
な
い
ま
ま
、
大
阪
郊
外
茨
木
市
に
開
学
と
な
る
私
立
大
学
の
事

務
局
へ
行
っ
た
。

大
学
は
田
圃
や
農
家
に
囲
ま
れ
た
衛
星
都
市
の
一
角
の
、
小
高
い
丘

の
上
に
建
っ
て
い
た
。
真
新
し
い
校
舎
の
あ
た
り
か
ら
と
き
お
り
強
い

風
が
吹
き
降
り
て
き
て
、
長
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
坂
道
を
の
ぼ
っ
て
行

く
燎
平
の
ズ
ボ
ン
や
安
物
の
ス
ウ
ェ
ー
ド
の
靴
を
び
し
ょ
濡
れ
に
し

た
。（
略
）
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そ
の
学
院
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
一
貫
教
育
を
目
玉
に
、
お
も
に

金
持
の
子
弟
の
通
う
私
学
と
し
て
八
十
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
た
が
、

大
学
だ
け
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
学
校
経
営
陣
の
積
年
の
念
願
が
叶

っ
て
、
い
よ
い
よ
大
学
開
校
の
は
こ
び
と
な
り
、
文
学
部
、
経
済
学
部

あ
わ
せ
て
七
百
名
の
第
一
期
生
を
募
集
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

章
に
は
次
の
よ
う
に
も
書
か
れ
て
い
る
。

遅
咲
き
の
桜
が
、
坂
道
の
上
に
花
び
ら
を
落
と
し
て
い
た
。（
略
）

三
年
前
、
燎
平
が
こ
の
大
阪
の
茨
木
市
の
丘
陵
に
建
つ
大
学
に
入
学
し

て
き
た
と
き
、
文
学
部
と
経
済
学
部
を
合
わ
せ
て
、
わ
ず
か
七
百
名
の

学
生
し
か
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
と
し
の
新
入
生
を
入
れ
る
と
、
学

生
数
は
三
千
二
百
名
に
増
え
て
い
た
。
学
舎
も
、
一
号
館
の
裏
に
二
号

館
が
建
ち
、
そ
の
横
に
図
書
館
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
、
新
し
く

三
号
館
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
学
の
建
物
と
並
ぶ
よ
う
に
し

て
、
そ
れ
ま
で
大
阪
城
の
横
に
あ
っ
た
中
学
部
と
高
校
部
の
校
舎
が
こ

の
丘
陵
に
移
転
し
て
来
て
、
真
新
し
い
白
い
輝
き
を
春
の
光
の
中
に
浮

か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
虚
構
と
は
い
い
な
が
ら
、
か
な
り
忠
実
な
描
写
で
あ
る
。

『
追
手
門
学
院
大
学
五
十
年
志
』（
追
手
門
学
院
大
学
、
二
〇
一
六
年
三

月
）
の
第
一
部
「
ト
ピ
ッ
ク
で
描
く
五
〇
年
小
史
」
に
よ
る
と
、
追
手
門
学

院
の
歴
史
の
は
じ
ま
り
は
、
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学

校
の
一
八
八
八
年
に
遡
る
。
そ
れ
か
ら
数
え
れ
ば
、
一
九
六
八
年
で
八
〇
周

年
で
あ
る
。
追
手
門
学
院
大
学
は
、
一
九
六
六
年
四
月
一
日
、
経
済
学
部

（
経
済
学
科
）
と
文
学
部
（
心
理
・
社
会
学
科
、
東
洋
史
学
科
、
イ
ギ
リ
ス

・
ア
メ
リ
カ
語
学
文
学
科
）
の
二
学
部
四
学
科
で
開
設
さ
れ
た
。
設
置
認
可

申
請
時
の
定
員
は
、
経
済
学
部
二
〇
〇
名
、
文
学
部
一
六
〇
名
で
、
一
期
生

は
、
経
済
学
部
三
七
三
名
、
文
学
部
一
四
四
名
の
計
五
一
七
名
で
あ
っ
た
。

小
説
で
は
七
〇
〇
名
と
な
っ
て
い
る
が
、「
一
九
六
九
年
、
一
年
か
ら
四
年

ま
で
の
学
生
が
す
べ
て
揃
う
完
成
年
度
を
迎
え
た
本
学
は
、
入
学
定
員
を
経

済
学
部
で
一
〇
〇
人
増
、
文
学
部
で
四
〇
人
増
の
五
〇
〇
人
へ
と
拡
大
し
、

学
生
数
三
〇
〇
〇
人
弱
の
大
学
と
な
っ
た
。」
と
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

小
説
の
現
在
時
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
現
実
に
近
い
数
字
と
言
え
よ
う
。

建
物
に
つ
い
て
も
、
同
書
の
「
年
表
」
に
よ
る
と
、
開
設
の
翌
年
、
す
な

わ
ち
、
一
九
六
七
年
四
月
に
二
号
館
が
竣
工
し
、
一
九
六
九
年
に
は
研
究

棟
、
一
九
七
〇
年
に
は
図
書
館
が
竣
工
し
、
さ
ら
に
一
九
七
一
年
に
は
、
三

号
館
が
竣
工
し
た
。
宮
本
輝
が
卒
業
す
る
一
九
七
〇
年
に
は
、
竣
工
前
な
が

ら
、
確
か
に
「
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
学

部
・
高
等
学
部
に
つ
い
て
は
、『
追
手
門
の
歩
み
』（
追
手
門
学
院
、
二
〇
一

一
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
大
学
開
設
か
ら
一
年
後
の
一
九
六
七
年
四
月
一

日
、
そ
れ
ま
で
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
に
あ
っ
た
追
手
門
学
院
高
等
学
部
が

茨
木
市
に
移
転
し
、
同
時
に
中
学
部
が
新
設
さ
れ
た
。
大
手
前
の
中
学
部
と

高
等
学
部
も
存
続
し
、
中
学
部
と
高
等
学
部
は
こ
の
時
か
ら
二
校
舎
制
と
な

っ
て
い
る
。

新
設
大
学
で
あ
る
た
め
に
、
第
一
期
生
で
あ
る
学
生
た
ち
と
共
に
、
大
学

「青が散る」の構造 （２６）
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自
体
も
、
こ
の
四
年
間
で
「
成
長
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
小
説
に
は
、
茨
木
市
の
記
述
は
他
に
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
登
場
人
物
た
ち
の
生
活
は
、
大
学
以
外
で
は
、
他
の
場
所
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
場
所
の
記
述
に
も
、
具
体
的
な
固
有
名
が
頻

繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

燎
平
と
金
子
と
夏
子
が
、
最
初
に
酒
を
飲
ん
だ
の
は
、
大
阪
で
あ
る
。

三
人
は
国
鉄
で
大
阪
駅
ま
で
出
た
。
先
に
夏
子
の
買
い
物
に
つ
き
あ

わ
さ
れ
て
、
梅
田
新
道
に
あ
る
ド
イ
ツ
風
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
入
っ
た
頃

は
、
も
う
夕
暮
時
だ
っ
た
。

こ
の
梅
田
新
道
に
あ
る
ビ
ア
ホ
ー
ル
は
、
お
そ
ら
く
現
在
の
ア
サ
ヒ
ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
梅
田
の
前
身
で
あ
る
、
ア
サ
ヒ
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
指
す
。
一
九
三

七
年
の
創
業
で
あ
る
。

演
奏
が
終
わ
る
と
、
三
人
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
出
て
、
御
堂
筋
を
大
阪

駅
の
方
へ
と
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。
金
子
は
燎
平
と
の
約
束
を
ち
ゃ
ん
と

守
っ
て
、
ひ
と
り
大
阪
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
梅
田
新
道
の
「
裏
通
り
に
あ
る
大
き
な
パ
チ
ン
コ
屋
」
に
入

っ
た
り
、「
梅
田
の
東
通
り
商
店
街
」
に
出
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
「
キ
タ
の
繁
華
街
」
が
、
こ
の
小
説
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
舞
台
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
東
通
り
商
店
街
の
「
ロ
コ
コ
調
の
装
飾
を
施
し
た
大
き
な

喫
茶
店
」「
白
樺
」
は
た
び
た
び
登
場
す
る
し
、「
商
店
街
を
阪
急
百
貨
店
の

方
へ
少
し
戻
り
、
大
き
な
靴
屋
の
角
を
右
に
曲
が
」
り
、「
細
い
路
地
を
こ

ん
ど
は
左
に
折
れ
、
し
ば
ら
く
行
っ
て
か
ら
ま
た
右
に
曲
が
っ
た
」
と
こ
ろ

の
突
き
当
た
り
に
あ
る
の
が
、
ガ
リ
バ
ー
の
実
家
で
あ
る
中
華
料
理
屋
「
善

良
亭
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ガ
リ
バ
ー
一
家
は
、「
淀
川
べ
り
に
家
を
借
り

て
」
い
る
。
こ
こ
は
正
し
く
繁
華
街
で
あ
り
、
歓
楽
街
で
あ
る
。

「
梅
田
の
地
下
街
」
に
あ
る
「
露
人
」
と
い
う
喫
茶
店
も
、
待
ち
合
わ
せ

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
氏
家
と
い
う
青
年
実
業
家
に
、「
キ
タ
の
新
地
」
に

燎
平
た
ち
が
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
場
面
も
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ヤ
ク
ザ
の
妻
恭
子
に
手
を
出
し
た
ガ
リ
バ
ー
を
、
助
け
出
し
に
行

っ
た
ホ
テ
ル
は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
パ
レ
ス
・
ロ
イ
ヤ
ル
を
知
っ
て
る
か
。
堂
島
の
近
く
に
あ
る
ホ
テ

ル
や
」

燎
平
の
家
か
ら
自
転
車
で
十
五
分
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
高
級
ホ
テ
ル

で
あ
っ
た
。（
略
）

表
に
出
る
と
、
タ
ク
シ
ー
を
待
つ
長
い
列
が
出
来
て
い
た
。
ふ
た
り

は
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
中
を
堂
島
大
橋
に
向
か
っ
て
駈
け
た
。
橋
を
渡

り
、
そ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
に
福
島
の
方
に
走
っ
た
。

こ
れ
ら
の
記
述
と
、「
大
き
な
回
転
扉
を
押
し
て
ロ
ビ
ー
に
入
る
」
立
派

さ
と
を
考
慮
す
る
と
、
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

真 銅 正 宏
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リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
の
前
身
は
、
一
九
三
五
年
に
中
之
島
三
丁

目
に
開
業
し
た
、
新
大
阪
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
五
年
に
な
っ

て
、
中
之
島
五
丁
目
の
現
在
地
に
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
新
大
阪
ホ
テ
ル
は
一
九
七
三
年
ま
で
営
業
を
続
け
た
。
こ
の
一
九

七
三
年
、
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
と
改
称
し
、
地
上
三

〇
階
建
て
の
新
館
（
現
在
の
タ
ワ
ー
ウ
イ
ン
グ
）
も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
作

中
時
間
は
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
〇
年
前
後
な
の
で
、
新
大
阪
ホ
テ
ル
と

大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
二
ホ
テ
ル
共
存
の
時
代
に
当
た
る
。

こ
の
他
、
ホ
テ
ル
と
し
て
は
、
祐
子
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
ホ
テ
ル
で
、
燎

平
と
祐
子
は
食
事
を
す
る
が
、
そ
の
後
二
人
が
向
か
っ
た
も
う
一
つ
の
「
ホ

テ
ル
」
と
と
も
に
特
定
は
難
し
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
梅
田
近
辺
の
ホ
テ

ル
な
の
で
、
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
な
ど
が
候
補
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
は
、
作
中
時
間
に
も
近
い
、
一
九
六
四
年
の
開
業
で

あ
る
。

先
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
の
場
面
の
続
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る
。

夏
子
の
家
は
阪
急
沿
線
の
六
甲
駅
か
ら
山
手
に
少
し
の
ぼ
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
こ
と
を
燎
平
は
さ
り
げ
な
く
訊
き
出
し
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

歩
道
橋
を
渡
り
、
二
人
は
阪
急
電
車
の
乗
り
場
へ
と
歩
い
て
行
っ
た
。

（
略
）

「
燎
平
は
ど
こ
に
住
ん
で
る
の
？
」（
略
）

「
野
田
阪
神
。
阪
神
電
車
で
二
駅
や
」

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
人
物
造
型
と
舞
台
設
定
が
、
極
め
て
密
接
に
連
関
し

て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
夏
子
は
「
神
戸
の
大
き
な
洋
菓
子
屋
の
娘
」

で
あ
る
。
こ
の
店
は
、「
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
専
門
店
「
ド
ゥ
ー
ブ
ル
」」
と
い

い
、「
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
に
神
戸
に
小
さ
な
店
を
開
い
て
以
来
、
着
実

に
発
展
し
て
き
て
、
い
ま
で
は
西
宮
に
大
き
な
工
場
と
、
本
店
以
外
に
神
戸

に
三
軒
、
大
阪
と
京
都
に
四
軒
ず
つ
の
支
店
を
拡
張
し
、
阪
神
間
の
デ
パ
ー

ト
に
も
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
て
、
社
員
数
三
百
二
十
名
の
会
社
に
ま
で
な
っ
て

い
た
」
と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
店
で
あ
る
。
一
方
、
燎
平
は
、「
塗
料
や
塗

装
機
具
を
販
売
す
る
椎
名
商
会
」
の
息
子
で
は
あ
っ
た
が
、「
従
業
員
が
ひ

と
り
い
る
だ
け
の
ま
っ
た
く
の
個
人
商
店
」
で
、
し
か
も
そ
の
経
営
も
「
お

も
わ
し
く
な
い
」
状
態
に
あ
っ
た
。
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
阪
か

ら
神
戸
に
並
行
に
走
る
電
車
は
、
北
の
山
側
か
ら
、
阪
急
、
Ｊ
Ｒ
（
当
時
の

国
鉄
）、
阪
神
の
順
で
あ
る
が
、
山
側
の
阪
急
電
車
の
沿
線
は
高
級
住
宅
地

が
多
く
、
海
側
に
行
く
ほ
ど
、
庶
民
的
で
あ
る
と
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
夏
子
は
阪
急
沿
線
の
六
甲
、
燎
平
は
、
野
田
阪
神
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
設
定
が
示
す
も
の
が
、
生
活
ぶ
り
の
差
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

さ
れ
る
。

こ
の
夏
子
の
家
の
あ
る
六
甲
を
始
め
、
神
戸
お
よ
び
阪
神
間
の
地
名
も
ま

た
、
実
に
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
数
と
詳
し
さ
は
、
梅
田
近
辺

以
上
と
も
云
え
る
。

ま
ず
そ
の
夏
子
の
家
で
あ
る
が
、
燎
平
は
、
夏
子
の
父
が
亡
く
な
っ
た

際
、
初
め
て
「
阪
神
電
車
で
梅
田
駅
ま
で
出
て
、
阪
急
の
神
戸
線
に
乗
り
換

え
」、
六
甲
に
向
か
う
。
駅
に
車
で
迎
え
に
来
た
夏
子
は
、「
昔
か
ら
の
屋
敷

「青が散る」の構造 （２８）
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町
を
縫
っ
て
の
ぼ
っ
て
行
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
道
を
走
ら
せ
」「
大
き

な
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
下
に
あ
る
店
」
に
燎
平
を
連
れ
て
い
く
。

神
戸
の
中
心
地
で
あ
る
、
三
ノ
宮
も
頻
繁
に
登
場
す
る
。「
ド
ゥ
ー
ブ
ル
」

の
本
店
も
、「
三
ノ
宮
セ
ン
タ
ー
街
」
の
中
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
夏
子
の
誕

生
日
を
家
族
と
友
人
で
祝
っ
た
の
は
、「
元
町
通
り
の
一
角
を
北
へ
か
な
り

の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
」
に
あ
る
、「
桃
香
園
と
い
う
、
そ
う
大
き
く
も
な
い
中

華
料
理
店
」
で
あ
っ
た
。

あ
る
時
燎
平
は
、「
阪
神
電
車
の
甲
子
園
で
降
り
て
、
甲
子
園
球
場
の
横

を
通
っ
て
」、
甲
子
園
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
行
く
。
ま
た
、
試
合
が
終
わ
る
と
、

「
甲
子
園
球
場
と
反
対
側
の
、
住
宅
の
建
ち
並
ぶ
道
」
を
歩
い
て
行
っ
て
、

夏
子
の
車
に
出
会
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
読
む
と
、「
甲
子
園
球
場
の

横
」
で
あ
る
こ
と
や
、「
住
宅
の
建
ち
並
ぶ
道
」
と
い
う
情
報
は
、
筋
の
運

び
の
た
め
に
は
過
剰
な
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら

の
土
地
の
雰
囲
気
の
再
現
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、「
芦
屋
川
を
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
」
や
、「
阪
神
国
道
」
を
神
戸
の

方
に
向
か
い
、「
阪
急
の
岡
本
駅
の
横
の
道
を
山
側
へ
の
ぼ
り
、
静
か
な
住

宅
地
の
中
の
四
つ
角
を
何
度
も
右
に
左
に
曲
が
っ
た
」
と
こ
ろ
に
あ
る
ペ
ー

ル
の
家
、
さ
ら
に
は
「
阪
神
電
車
の
香
櫨
園
駅
」、「
手
広
く
貴
金
属
店
を
経

営
す
る
安
斎
家
」
の
、
岡
本
の
「
古
い
屋
敷
の
建
ち
並
ぶ
急
な
坂
を
の
ぼ
っ

て
行
っ
た
」
先
に
あ
る
家
、
燎
平
が
夏
子
か
ら
衝
撃
的
な
話
を
聞
く
こ
と
に

な
る
、
六
甲
の
駅
近
く
に
あ
る
「
一
軒
の
小
さ
な
喫
茶
店
」、
ま
た
、
一
番

最
初
に
、
夏
子
の
車
で
、
燎
平
、
金
子
、
安
斎
の
四
人
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
際

の
次
の
よ
う
な
記
述
な
ど
、
神
戸
の
地
名
は
、
物
語
の
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
密
接
に
関
連
し
て
そ
の
固
有
名
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

車
は
行
先
を
変
え
、
阪
神
国
道
を
西
に
向
か
っ
た
。
六
甲
の
山
上
か
ら

神
戸
の
夜
景
を
眺
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

石
屋
川
の
ほ
と
り
を
の
ぼ
り
、
有
料
道
路
に
入
る
頃
、
西
陽
は
弱
ま

っ
て
濃
い
オ
レ
ン
ジ
色
と
な
り
、
六
甲
連
山
や
、
神
戸
の
海
を
べ
っ
た

り
と
覆
っ
て
い
た
。（
略
）

山
頂
近
く
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
燎
平
た
ち
は
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ん
だ
。（
略
）

四
人
は
ホ
テ
ル
を
出
る
と
、
車
で
少
し
下
っ
て
、
道
の
曲
が
り
角
に

あ
る
展
望
台
ま
で
行
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
六
甲
山
ホ
テ
ル
と
六
甲
山
上
展
望
台
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の
場
所
を
知
る
読
者
に
は
、
か
な
り
強
く
訴
え
る
場
所
描
写
で

あ
る
。「
車
で
少
し
下
っ
て
」
と
い
う
位
置
指
示
は
、
こ
こ
を
知
る
者
に
は
、

実
に
う
ま
い
表
現
に
映
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
安
斎
が
入
院
し
た
「
明
石
に
あ
る
精
神
病
院
」
に
つ
い
て
は
、

「
明
石
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
」、「
バ
ス
を
降
り
、
小
さ
な
商
店
街
を
抜
け
て

北
へ
歩
い
て
い
く
と
、
す
ぐ
畑
や
田
圃
が
ひ
ろ
が
り
始
め
、
新
興
住
宅
地
ら

し
い
、
同
じ
型
の
家
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
に
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
や
や
過
剰
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
丁
寧
な
描
写
で
あ
る
。

こ
の
小
説
は
、
大
学
四
年
間
と
い
う
時
間
軸
を
、
ご
く
素
直
に
、
小
説
の

記
述
の
た
め
の
時
間
に
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
舞
台
も
極
め
て
リ
ア
ル
な
大
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阪
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
登
場
人
物
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
人
生
に
お
い
て
、
一

番
変
化
と
成
長
の
激
し
い
こ
の
四
年
間
を
過
ご
す
。
小
説
の
技
術
面
か
ら
言

い
直
す
な
ら
ば
、
こ
の
小
説
は
、
入
学
と
卒
業
と
を
小
説
の
最
初
と
最
後
と

し
て
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
一
貫
性
を
与
え
て
い
る
と
云
え
る
。

そ
の
時
間
軸
の
中
で
、
登
場
人
物
た
ち
は
、
単
位
取
得
の
傍
ら
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
中
で
も
、
後
輩
か
ら
先
輩
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
恋
愛

を
し
、
人
の
死
な
ど
も
経
験
し
、
就
職
に
つ
な
が
る
活
動
も
行
う
。
そ
し
て

多
く
は
、
こ
の
時
期
に
、
青
春
を
謳
歌
し
つ
つ
、
次
第
に
そ
れ
を
失
う
こ
と

と
な
る
。「
散
る
」
の
は
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
青
」
色
で
象
徴
さ
れ
る
、
新

鮮
さ
や
、
未
熟
さ
、
未
体
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
自
由
さ
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
魅
力
的
な
青
春
の
未
熟
さ
を
代
償
に
、
登
場
人
物
た
ち
は
、
大
人
、
す

な
わ
ち
完
成
へ
と
向
か
っ
て
、
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル

が
、「
青
」
が
「
散
る
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
青
春
自
体
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
と
云
う
よ
り
、
変
化
や
喪
失
、
そ
し
て
後
か
ら
見
た
時
の

一
時
性
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
宮
本

輝
自
身
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
こ
れ
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。私

は
「
青
が
散
る
」
の
中
に
、
そ
う
し
た
青
春
の
光
芒
の
あ
ざ
や
か

さ
、
し
か
も
、
あ
る
ど
う
し
よ
う
も
な
い
切
な
さ
と
一
脈
の
虚
無
と
を

常
に
た
ず
さ
え
て
い
る
若
さ
と
い
う
も
の
の
光
の
糸
を
、
そ
っ
と
曳
か

せ
て
み
た
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
「
虚
無
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
い
つ
か
失
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
こ
そ
魅
力
的
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
イ
ロ

ニ
ー
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
青
春
を
描
く
な
ら
、
こ
の
こ
と
に
触
れ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ば
青
春
な
る
も
の
の
鍵
で
あ

る
。
こ
の
や
や
難
解
な
テ
ー
マ
を
う
ま
く
読
者
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
舞
台

が
複
雑
で
あ
っ
た
り
、
時
間
軸
が
ぶ
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
テ
ー
マ
が
ぼ
や

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
小
説
は
、
言
葉
に
し
に
く
い
ほ
ど
、
切
な
く

も
、
誰
も
が
戻
り
た
い
よ
う
な
、
喪
失
し
た
青
春
の
何
か
、
言
い
換
え
れ

ば
、
失
っ
た
か
ら
こ
そ
、
美
し
い
何
か
を
描
く
と
い
う
難
行
を
成
就
さ
せ
る

た
め
に
、
敢
え
て
、
時
間
軸
を
、
大
学
四
年
間
と
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
し
、

舞
台
も
大
阪
に
限
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

思
え
ば
、
こ
の
小
説
の
作
中
時
間
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
間
に
あ
り
、
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
遂

げ
る
真
っ
只
中
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
作
中
に
は
、「
燎
平
た
ち
の
大
学
の

庭
球
部
は
、
こ
と
し
か
ら
横
浜
に
あ
る
Ｙ
大
と
の
あ
い
だ
で
、
年
に
一
回
定

期
戦
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
六
月
二
十
五
日
に
新
幹
線
で
来
阪
す
る
Ｙ
大

庭
球
部
の
選
手
た
ち
を
新
大
阪
駅
に
迎
え
た
。」
と
い
う
文
章
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
新
大
阪
駅
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
一
九
六
四
年
一
〇
月
に
開
業
し
た
西
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
新
幹
線
の
駅
に
到
着
す
る
と
い
う
の
は
、
作
中
時
間
か
ら
見
れ
ば
、

ご
く
最
近
可
能
に
な
っ
た
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
見
た
大
阪

新
阪
急
ホ
テ
ル
の
開
業
が
一
九
六
四
年
、
ま
た
、
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の

開
業
が
一
九
六
五
年
で
あ
る
こ
と
も
合
わ
せ
、
当
時
の
大
阪
の
活
気
が
窺
え
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る
。
戦
後
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
阪
の
街
も
ま
た
、
こ
の
頃
、
正
し
く
青
春

と
い
う
成
長
の
時
代
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
テ
ニ
ス
小
説
と
し
て
の
「
青
が
散
る
」

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
短
絡
的
に
、
小
説
の
中
身
が
単
純
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
小
説
は
言
葉
だ
け
で
で
き
た
言
語

芸
術
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
映
画
な
ど
、
映
像
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
も
の

に
一
定
の
形
が
先
験
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
芸
術
よ
り
、
一
般
的
に
想
像
す

る
範
囲
が
広
く
、
ま
た
そ
の
質
も
よ
り
自
由
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
読
み

方
に
幅
が
生
じ
る
こ
と
と
も
な
る
。
や
や
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
小
説
の
舞
台

や
人
物
像
な
ど
は
、
読
む
人
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
風
に
も
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
外
延
と
内
包
と
は
反
比
例
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
枠
組
み
が
単
純

で
あ
る
こ
と
で
、
中
身
が
集
約
的
に
濃
度
高
く
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合

も
多
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
小
説
の
読
み
方
に
は
、
作
者
側
の
意
図
よ
り
、
読
者
の

興
味
が
優
先
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
小
説
に
描
か
れ
る
要
素
の
う
ち
、
特

定
の
も
の
に
殊
更
に
焦
点
を
当
て
て
読
む
読
者
に
と
っ
て
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

や
人
物
像
な
ど
よ
り
も
、
そ
の
特
定
の
要
素
の
描
か
れ
方
の
善
し
悪
し
に
よ

っ
て
、
小
説
の
像
が
変
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
同
じ
小
説
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
読
後
の
印
象
は
、
そ
の
対
象
に
興
味
を
持
つ
読
者
と
そ
う
で
な
い

読
者
と
の
間
で
、
著
し
い
相
違
を
生
む
こ
と
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
こ
の
小

説
の
中
に
挿
入
さ
れ
る
、
ガ
リ
バ
ー
の
歌
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
後

に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
際
、「
人
間
の
駱
駝
」
が
、
当
時
、
大
塚
ガ
リ

バ
ー
と
い
う
歌
手
名
に
よ
り
、
一
九
八
三
年
に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。
作
詞

は
、
宮
本
輝
と
秋
元
康
、
作
曲
は
長
渕
剛
と
い
う
、
今
か
ら
見
れ
ば
、
実
に

豪
華
な
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
Ｂ
面
は
、「
煉
瓦
の
色
の
か
げ
ろ
う
」

と
い
う
、
こ
れ
も
こ
の
小
説
に
登
場
す
る
曲
で
、
編
曲
の
瀬
尾
一
三
を
含

め
、
同
じ
ス
タ
ッ
フ
で
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
の
前
に
小
説
を
読
ん
だ
読

者
の
中
に
は
、
作
中
の
ガ
リ
バ
ー
の
弾
き
語
り
を
、
ギ
タ
ー
や
声
と
共
に
想

像
し
た
読
者
も
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
点
で
あ
る
。
当
時
、
特
に
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
や
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
読
者
は
、
歌
詞
か

ら
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ま
で
も
類
推
し
て
読
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ガ

リ
バ
ー
の
曲
に
、
挿
入
歌
以
上
の
意
味
合
い
を
見
て
取
る
読
者
が
い
る
可
能

性
は
高
い
。
そ
の
よ
う
な
読
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
小
説
の
相
貌
は
、
燎
平

た
ち
の
恋
愛
譚
か
ら
や
や
離
れ
、
ガ
リ
バ
ー
の
曲
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を

優
先
さ
せ
る
よ
う
な
小
説
と
見
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
も
ち
ろ
ん
、
全
く
曲
を
思
い
浮
か
べ
ず
に
読
む
読
者
も
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
両
者
の
間
で
、
読
書
の
印
象
が
異
な
る
の

も
当
然
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
読
書
の
印
象
の
差
を
生
じ
さ

せ
る
要
素
の
最
大
の
も
の
は
、
や
は
り
、
作
中
の
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
ろ
う
。

ま
ず
そ
れ
は
、「
大
阪
の
靭
コ
ー
ト
」
や
「
甲
子
園
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」、

「
香
櫨
園
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
実
在
の
も
の
と
し
て
登
場
し
て
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く
る
。
し
か
し
、
こ
の
土
地
の
名
の
指
示
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
知
っ

て
い
る
読
者
へ
の
効
果
を
、
知
ら
な
い
読
者
へ
拡
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
の
属
性
の
方
が
、
効
果
を

上
げ
や
す
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

筋
や
構
成
に
お
い
て
、
こ
の
小
説
を
作
り
上
げ
る
最
も
重
要
な
要
素
の
一

つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
登
場
人
物
た
ち
が
没
頭
す
る
こ
の
テ
ニ
ス
で
あ

る
。
こ
の
小
説
は
、
一
面
で
、
テ
ニ
ス
小
説
と
も
呼
ぶ
べ
き
風
貌
を
示
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
テ
ニ
ス
を
め
ぐ
る
特
別
の
用
語
や
、
テ
ニ
ス
を
知
っ
て

い
る
と
よ
く
わ
か
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
独
特
の
雰
囲
気
な
ど
が
鏤
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
テ
ニ
ス
を
プ
レ
ー
し
た
こ
と
の
あ
る
者
と
、
そ
う
で
な
い

者
と
の
間
を
分
け
る
、
知
識
の
差
が
歴
然
と
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
方
で
、
小
説
家
は
、
こ
の
差
を
埋
め
る
べ
く
、
テ
ニ
ス
を
知
ら
な
い

読
者
に
も
、
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
特
質
を
伝
え
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
、
差
異
と
共
通
性
の
中
で
、
読
者
は
、
こ
の
小
説
を
面
白
く
読
む

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
試
さ
れ
て
い
る
。

燎
平
と
金
子
は
、
ま
ず
ハ
ー
ド
面
の
問
題
と
し
て
、
新
設
の
大
学
に
テ
ニ

ス
の
ク
レ
ー
コ
ー
ト
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
同
時
に
、
ソ
フ
ト
面
と
も

云
う
べ
き
、
テ
ニ
ス
部
と
い
う
人
間
の
組
織
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
並
行
し

て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
テ
ニ
ス
に
限
ら
な
い
設
定
上
の
問
題
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
比
し
て
、
小
説
の
中
に
、
テ
ニ
ス
の
試
合
の
様
子
を
た
っ
ぷ
り
と

書
き
込
む
こ
と
は
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
試
合
の

中
で
選
手
た
ち
の
演
じ
る
ド
ラ
マ
は
、
た
だ
技
術
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

多
く
精
神
面
に
関
わ
る
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
で
一
編
の
物
語
を
構
成
す
る
よ

う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
読
者
は
、
試
合
の
場
面
を
読
む
際
に
は
、
い
わ

ば
二
重
の
興
味
を
も
っ
て
こ
れ
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
に
つ
い
て

は
、
常
に
勝
敗
を
気
に
し
つ
つ
、
小
説
自
体
の
展
開
の
意
外
さ
に
期
待
も
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
読
者
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
し
か
も

無
理
な
く
試
合
の
展
開
を
描
き
続
け
る
こ
と
は
、
至
難
の
業
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
作
品
中
、
こ
の
難
し
さ
に
立
ち
向
か
っ
た
最
大
の
例
は
、
第
１
０
章
の

ポ
ン
ク
こ
と
柳
田
憲
二
と
、
燎
平
の
試
合
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
の
ほ
と
ん
ど

を
使
っ
て
、
ス
リ
ー
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
す
べ
て
を
書
き
切
っ
て
い
る
。
ほ
ん
の

一
部
を
引
用
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
セ
ッ
ト
を
燎
平
が

取
り
、
次
を
ポ
ン
ク
が
取
っ
て
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
一
対
一
の
後
の
、
第
三

セ
ッ
ト
五
│
四
で
燎
平
リ
ー
ド
の
最
終
ゲ
ー
ム
の
場
面
で
あ
る
。

第
十
ゲ
ー
ム
、
燎
平
は
最
初
の
サ
ー
ブ
を
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
し

た
。
〇
│
十
五
に
な
っ
た
。
次
の
サ
ー
ブ
は
い
い
サ
ー
ブ
だ
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
ポ
ン
ク
の
レ
シ
ー
ブ
は
ス
ピ
ー
ド
と
角
度
が
あ
り
、
燎
平

は
打
ち
返
せ
な
か
っ
た
。
〇
│
三
十
と
な
っ
た
。
燎
平
の
顔
か
ら
血
の

気
が
ひ
い
て
行
っ
た
。
体
が
こ
わ
ば
っ
て
き
た
。
だ
が
燎
平
は
グ
リ
ッ

プ
を
強
く
握
り
し
め
、
体
を
ね
じ
っ
て
力
ま
か
せ
に
サ
ー
ブ
を
打
っ

た
。
ポ
ン
ク
は
そ
の
サ
ー
ブ
を
横
に
飛
び
な
が
ら
返
し
た
が
、
わ
ず
か

に
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
。
十
五
│
三
十
と
な
っ
た
。
四
回
目
の
サ

ー
ブ
は
サ
ー
ヴ
ィ
ス
コ
ー
ト
の
真
ん
中
に
深
く
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
入

っ
て
行
っ
て
、
ポ
ン
ク
は
棒
立
ち
の
ま
ま
ボ
ー
ル
を
見
送
っ
た
。
三
十
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│
三
十
に
な
っ
た
。（
略
）
燎
平
は
ボ
ー
ル
の
下
を
見
て
、
ポ
ン
ク
の

バ
ッ
ク
に
強
い
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョ
ッ
ト
を
放
ち
、
ネ
ッ
ト
に
出
た
。
ポ

ン
ク
は
や
は
り
ロ
ブ
を
あ
げ
た
。
し
か
し
ス
ピ
ン
の
か
か
っ
て
い
な
い

守
り
の
ロ
ブ
だ
っ
た
。
燎
平
は
そ
れ
を
予
測
し
て
あ
ま
り
前
に
詰
め
な

か
っ
た
の
で
、
頃
合
の
ボ
ー
ル
が
頭
上
に
落
ち
て
来
た
。
彼
は
充
分
ス

マ
ッ
シ
ュ
の
フ
ォ
ー
ム
を
固
め
て
、
右
サ
イ
ド
に
打
ち
込
ん
だ
。
ポ
ン

ク
は
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
走
り
な
が
ら
、
す
で
に
あ
き
ら
め
て
ラ
ケ
ッ
ト

を
投
げ
つ
け
た
。
四
十
│
三
十
で
、
燎
平
が
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
握
っ

た
。
ざ
あ
っ
と
燎
平
の
全
身
が
鳥
肌
立
っ
た
。
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
取

ら
れ
て
、
ポ
ン
ク
は
必
ず
前
に
出
て
く
る
。
う
し
ろ
で
じ
っ
く
り
粘
る

だ
け
の
余
裕
は
、
も
う
ポ
ン
ク
に
は
な
い
筈
だ
っ
た
。
燎
平
は
、
こ
こ

で
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
決
め
た
ら
、
ポ
ン
ク
は
凄
い
や
つ
だ
と
思
っ
た
。
ど

た
ん
場
で
、
ポ
ン
ク
は
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
決
め
る
か
ミ
ス
す
る
か
。
燎
平

は
前
の
ゲ
ー
ム
で
四
回
た
て
つ
づ
け
に
ポ
ン
ク
に
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
計
算
に
入
れ
て
い
た
。
ポ
ン
ク
が
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
決
め

る
確
率
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。
次
は
絶
対
に
ミ
ス
を
す
る
か
、
あ
る

い
は
自
分
に
と
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
球
を
与
え
て
く
れ
る
か
の
ど
ち

ら
か
だ
。
燎
平
は
も
う
強
い
危
険
な
サ
ー
ブ
は
必
要
な
い
と
思
っ
た
。

前
に
お
び
き
出
し
て
、
最
後
の
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
さ
せ
て
や
る
。
燎
平
は

ス
ラ
イ
ス
を
か
け
て
サ
ー
ブ
を
打
っ
た
。
ポ
ン
ク
は
強
い
サ
ー
ブ
を
警

戒
し
て
う
し
ろ
に
下
が
っ
て
い
た
か
ら
、
少
し
前
に
走
り
な
が
ら
打
ち

返
し
て
来
た
が
、
平
凡
な
球
だ
っ
た
。
燎
平
は
サ
ー
ヴ
ィ
ス
ラ
イ
ン
の

あ
た
り
に
ゆ
る
い
球
を
打
っ
た
。
ポ
ン
ク
は
ネ
ッ
ト
に
つ
い
た
が
、
そ

の
つ
き
方
に
は
迫
力
が
な
か
っ
た
。
燎
平
は
こ
の
試
合
で
も
う
何
回
打

っ
た
か
判
ら
な
い
ボ
ー
ル
を
ポ
ン
ク
の
左
肩
の
少
し
上
あ
た
り
に
ゆ
る

く
送
っ
た
。
ポ
ン
ク
が
そ
の
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
ク
ロ
ス
に
打
つ
か
、
逆
ク

ロ
ス
に
打
つ
か
、
ま
っ
た
く
判
ら
な
か
っ
た
が
、
燎
平
は
右
に
走
っ

た
。
勘
で
も
計
算
で
も
な
く
、
た
だ
自
然
に
そ
ち
ら
に
走
っ
た
と
い
う

だ
け
だ
っ
た
。
ポ
ン
ク
は
や
や
低
め
の
ハ
イ
ボ
レ
ー
を
ク
ロ
ス
に
打
っ

た
。
燎
平
は
逆
を
つ
か
れ
た
の
だ
っ
た
。
だ
が
コ
ー
ト
の
隅
に
飛
ん
で

行
っ
た
ポ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
を
見
て
、
貝
谷
は
「
ア
ウ
ト
」
と
叫
ん
だ
。

ボ
ー
ル
二
個
分
程
、
間
違
い
な
く
コ
ー
ト
の
外
に
出
て
い
た
の
だ
っ

た
。
燎
平
は
勝
っ
た
。
試
合
は
始
ま
っ
て
か
ら
、
三
時
間
四
十
分
た
っ

て
い
た
。

テ
ニ
ス
の
専
門
的
な
用
語
が
か
な
り
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
読
ん
で
い
る

と
そ
れ
も
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
全
体
的

な
枠
組
み
か
ら
、
ま
ず
ゲ
ー
ム
が
一
進
一
退
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
た

め
に
、
よ
け
い
に
緊
張
感
を
も
っ
て
読
書
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
物

語
を
読
む
多
く
の
読
者
が
そ
う
で
あ
る
と
お
り
、
こ
の
小
説
の
読
者
も
、
読

書
を
開
始
し
た
当
初
よ
り
、
中
心
的
な
登
場
人
物
で
あ
る
燎
平
贔
屓
の
立
場

に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
燎
平
が
勝
つ
こ
と
を
期
待
す
る
読
者
に
と
っ
て
、
じ

ら
さ
れ
た
か
と
思
う
と
喜
ば
さ
れ
、
あ
た
か
も
テ
ニ
ス
の
上
手
な
相
手
に
翻

弄
さ
れ
る
よ
う
に
、
試
合
の
成
り
行
き
を
追
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
素
材
は
、
読
者
を
引
き
つ
け
る
の
に
実
に
効
果
的
な
も
の
と
云
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
た
だ
し
、
う
ま
く
書
け
た
場
合
に
は
と
い
う
条
件
付
き
で
で
は
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あ
る
。

前
掲
の
『
宮
本
輝
』（『
新
潮
』
四
月
臨
時
増
刊
、
一
九
九
九
年
四
月
）
に

は
、「

人
に
聞
く

宮
本
文
学
こ
の
一
冊
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
も
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
佐
藤
直
子
は
、「
青
が
散
る
」

を
挙
げ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

私
が
一
番
面
白
く
、
息
も
つ
か
ず
に
読
ん
だ
の
は
、
燎
平
と
ポ
ン
ク

の
テ
ニ
ス
対
決
の
く
だ
り
で
あ
っ
た
。

ペ
ー
ジ
に
も
渡
る
そ
の
長
い

試
合
の
１
ポ
イ
ン
ト
、
１
ポ
イ
ン
ト
が
、
た
だ
文
字
を
追
っ
て
い
る
だ

け
の
は
ず
の
私
の
目
に
、
は
っ
き
り
映
し
出
さ
れ
た
。
み
ご
と
な
描
写

だ
。

プ
ロ
の
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
も
息
を
つ
か
ず
読
ま
せ
る
描
写
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
テ
ニ
ス
を
よ
く
知
る
か
ら

分
か
る
「
み
ご
と
な
描
写
」
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
に
は
、

二
人
の
生
き
方
や
も
の
の
考
え
方
ま
で
が
書
き
込
め
ら
れ
て
い
る
。
二
人
は

テ
ニ
ス
の
試
合
を
通
じ
て
、
お
互
い
と
い
う
存
在
の
全
体
を
交
換
す
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
テ
ニ
ス
を
介
し
て
示
さ
れ
る
こ
れ
ら
人
物
像
の
提
示
は
、
究

極
の
人
物
描
写
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
読
者
に
も
効
果
的
に
伝
わ
る
で
あ
ろ

う
。こ

れ
が
、
テ
ニ
ス
小
説
、
ひ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
小
説
全
般
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
特
に
テ
ニ
ス
の
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
相
手

が
一
人
で
あ
り
、
か
つ
、
一
定
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
勝
敗
が
左
右
さ
れ
る

の
で
、
物
語
性
が
高
い
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
小
説
は
、
テ
ニ
ス

を
実
に
う
ま
く
取
り
込
ん
だ
作
品
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、「
青
が
散
る
」
の
中
の
匂
い
や
香
り
と
触
感

こ
の
他
に
も
、
こ
の
小
説
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
か
な
り
離
れ
た
読
み
方

が
可
能
で
あ
る
。
青
春
小
説
で
あ
る
こ
と
と
も
深
く
響
き
合
う
、
五
感
の
表

現
の
豊
か
さ
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
２
章
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
。

雨
滴
を
吸
っ
た
木
綿
の
シ
ャ
ツ
が
、
か
す
か
に
青
臭
い
匂
い
を
発
し

て
い
た
。
燎
平
は
顎
を
引
き
、
シ
ャ
ツ
の
第
二
ボ
タ
ン
も
外
し
て
自
分

の
胸
の
あ
た
り
の
匂
い
を
嗅
い
で
み
た
。
う
っ
す
ら
油
気
の
混
じ
っ

た
、
自
分
の
匂
い
が
し
た
。
お
と
な
の
匂
い
で
は
な
か
っ
た
。

何
気
な
い
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
匂
い
に
意
識
的
で
あ

る
男
を
描
く
場
面
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
夏
目
漱

石
の
「
そ
れ
か
ら
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
九
年

六
月
二
七
日
〜
一
〇
月
一
四
日
）
の
長
井
代
助
な
ど
で
あ
ろ
う
。

其
所
で
叮
嚀
に
歯
を
磨
い
た
。
彼
は
歯
並
の
好
い
の
を
常
に
嬉
し
く

思
つ
て
ゐ
る
。
肌
を
脱
い
で
綺
麗
に
胸
と
背
を
摩
擦
し
た
。
彼
の
皮
膚

に
は
濃
か
な
一
種
の
光
沢
が
あ
る
。
香
油
を
塗
り
込
ん
だ
あ
と
を
、
よ
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く
拭
き
取
つ
た
様
に
、
肩
を
揺
か
し
た
り
、
腕
を
上
げ
た
り
す
る
度

に
、
局
所
の
脂
肪
が
薄
く
漲
つ
て
見
え
る
。
か
れ
は
夫
に
も
満
足
で
あ

る
。
次
に
黒
い
髪
を
分
け
た
。
油
を
塗
け
な
い
で
も
面
白
い
程
自
由
に

な
る
。
髭
も
髪
同
様
に
細
く
且
初
々
し
く
、
口
の
上
を
品
よ
く
蔽
ふ
て

ゐ
る
。
代
助
は
其
ふ
つ
く
ら
し
た
頬
を
、
両
手
で
両
三
度
撫
で
な
が

ら
、
鏡
の
前
に
わ
が
顔
を
映
し
て
ゐ
た
。
丸
で
女
が
御
白
粉
を
付
け
る

時
の
手
付
と
一
般
で
あ
つ
た
。
実
際
彼
は
必
要
が
あ
れ
ば
、
御
白
粉
さ

へ
付
け
か
ね
ぬ
程
に
、
肉
体
に
誇
を
置
く
人
で
あ
る
。
彼
の
尤
も
嫌
ふ

の
は
羅
漢
の
様
な
骨
格
と
相
好
で
、
鏡
に
向
ふ
た
ん
び
に
、
あ
ん
な
顔

に
生
れ
な
く
つ
て
、
ま
あ
可
か
つ
た
と
思
ふ
位
で
あ
る
。
其
代
り
人
か

ら
御
洒
落
と
云
は
れ
て
も
、
何
の
苦
痛
も
感
じ
得
な
い
。
そ
れ
程
彼
は

旧
時
代
の
日
本
を
乗
り
超
え
て
ゐ
る
。

た
だ
し
、
代
助
は
、
こ
の
と
お
り
、
極
め
て
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
男
で

あ
る
。
一
方
、
燎
平
は
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
匂
い
を
描
く

こ
と
の
他
の
目
的
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
４
章
の
冒
頭
は
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

木
犀
の
匂
い
の
中
に
い
た
。
燎
平
は
額
の
汗
を
指
先
で
ぬ
ぐ
い
取
り

な
が
ら
、
と
き
お
り
香
り
を
嗅
ぐ
た
め
に
息
を
吸
っ
た
。
花
の
匂
い

は
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
足
元
か
ら
ゆ
ら
め
き
た
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が

し
た
。
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
取
り
囲
む
野
生
の
樹
木
は
、
ど
れ
も
み
な

花
を
咲
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
、
木
犀
は
、
燎
平
の
い
る

場
所
か
ら
う
ん
と
離
れ
た
地
点
で
満
開
に
な
っ
て
い
る
ら
し
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
嗅
ぐ
者
を
一
瞬
け
だ
る
く
さ
せ
る
芳
香
を
忽
然
と
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
中
に
湧
き
た
た
せ
て
く
る
の
で
あ
る
。

思
え
ば
こ
の
表
現
も
大
胆
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
文
目
が
、「
木
犀
の
匂

い
の
中
に
い
た
。」
で
あ
る
こ
と
は
、
主
語
も
抜
い
て
、
匂
い
に
焦
点
を
当

て
る
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
匂
い
の
持
つ
、

連
想
や
回
想
の
機
能
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
章
に
は
、
次
の

よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。

木
犀
の
香
り
を
鼻
孔
に
含
み
入
れ
る
た
び
に
、
燎
平
の
心
に
は
夏
子
の

微
笑
や
ら
姿
態
や
ら
が
浮
か
ん
で
き
た
。
す
る
と
必
ず
い
つ
の
日
か
、

夏
子
が
自
分
の
中
に
入
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
幸
福
に
な
る
の
で

あ
る
。

ま
た
、
こ
の
文
章
の
す
ぐ
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。

燎
平
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
試
合
の

と
き
だ
け
使
わ
せ
て
く
れ
る
新
品
の
ボ
ー
ル
を
鼻
先
に
当
て
て
そ
の
軽

い
揮
発
性
の
匂
い
を
嗅
ぐ
と
、
闘
志
が
湧
い
た
。

さ
ら
に
、
同
じ
章
の
後
の
方
に
は
、
踏
み
込
ん
だ
表
現
が
見
ら
れ
る
。
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阪
神
電
車
で
梅
田
駅
ま
で
出
て
、
阪
急
の
神
戸
線
に
乗
り
換
え
た
。

六
甲
駅
ま
で
の
時
間
が
、
ひ
ど
く
ま
ど
ろ
こ
し
か
っ
た
。
電
車
の
窓
か

ら
、
蒸
し
た
風
が
木
犀
の
匂
い
と
混
ざ
り
合
っ
て
入
っ
て
き
て
い
た
。

木
犀
の
花
が
、
あ
た
り
を
蒸
し
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
た
し
、
実
際
に

気
圧
が
下
が
っ
て
、
雨
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
た
。
夏

子
も
、
体
の
ど
こ
か
に
、
木
犀
に
似
た
濃
密
な
匂
い
を
秘
め
て
い
は
し

ま
い
か
と
思
っ
た
と
き
、
燎
平
は
突
然
、
何
も
身
に
つ
け
て
い
な
い
す

べ
す
べ
し
た
夏
子
を
抱
い
て
い
る
空
想
に
の
め
り
込
ん
だ
。
こ
と
し
の

春
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
て
、
そ
の
ま
ま
洋
服
ダ
ン
ス
に
し
ま
っ
て

あ
っ
た
グ
レ
ー
の
丸
首
の
セ
ー
タ
ー
を
引
っ
張
り
出
し
、
大
慌
て
で
着

込
ん
で
き
た
の
だ
が
、
木
犀
の
匂
い
と
そ
の
セ
ー
タ
ー
の
ナ
フ
タ
リ
ン

の
匂
い
と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
燎
平
の
心
を
絶
え
ず
け
だ
る
く
刺
激
し

て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
と
お
り
、
け
だ
る
さ
を
含
め
た
、
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
感
覚

が
、
匂
い
の
表
現
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
代
替
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
五

感
の
感
覚
表
現
は
、
心
理
な
ど
を
表
現
す
る
代
替
効
果
が
高
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

匂
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
初
め
て
夏
子
の
運
転
で
、
四
人
で
六
甲
ま
で
ド

ラ
イ
ブ
し
た
際
、
燎
平
は
、
火
照
っ
て
い
る
と
い
う
夏
子
の
頬
を
、
ご
く
自

然
に
両
の
掌
で
包
む
。
ま
た
、
夏
子
の
父
が
死
ん
だ
時
、
呼
び
出
さ
れ
て
会

い
に
行
っ
た
燎
平
は
、
夏
子
か
ら
頬
に
キ
ス
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
も
燎
平

は
、「
頬
に
生
温
か
い
も
の
が
よ
ぎ
る
の
を
感
じ
た
。」
と
、
温
度
で
感
じ
取

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
帰
り
の
最
終
電
車
は
、「
か
す
か
に
ア
ル
コ
ー

ル
の
匂
い
の
漂
う
」
電
車
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
五
感
の
表
現
に
殊
更
に
注
目
し
て
読
む
と
、
青
春
期
の
形
容

し
が
た
い
不
安
定
な
感
覚
が
、
こ
れ
ら
五
感
の
感
覚
表
現
に
よ
っ
て
、
読
者

に
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
て
く
る
。

お

わ

り

に

他
に
も
、
こ
の
小
説
に
は
、
多
く
の
読
み
の
切
り
口
が
可
能
で
あ
る
。
例

え
ば
、
佐
野
夏
子
の
家
の
洋
菓
子
に
着
目
し
て
、
神
戸
と
い
う
土
地
柄
と
結

び
つ
け
た
読
み
も
可
能
で
あ
ろ
う
。「
桃
香
園
」
の
中
華
料
理
も
出
て
来
る

が
、
こ
れ
も
神
戸
を
作
る
一
つ
の
要
素
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
な
ぜ
か
賢
島
の
「
志
摩
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
な
る
も
の
が
登
場
し

て
く
る
の
で
、
伊
勢
志
摩
と
い
う
土
地
柄
の
意
味
合
い
を
探
る
の
も
有
効
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の
場
面
は
、
夏
子
に
思
い
を
寄
せ
て
き
た
燎
平
に

と
っ
て
は
、
悲
劇
の
ど
ん
底
と
も
い
う
べ
き
場
所
で
あ
る
。
燎
平
が
こ
こ
に

向
か
う
道
程
の
描
写
は
以
下
の
と
お
り
執
拗
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

地
下
鉄
の
難
波
駅
か
ら
近
鉄
電
車
の
賢
島
行
き
特
急
に
乗
り
換
え
た
。

難
波
か
ら
賢
島
ま
で
は
二
時
間
と
ち
ょ
っ
と
だ
っ
た
。
車
窓
か
ら
大
阪

の
街
が
見
え
た
。
鶴
橋
や
今
里
の
、
ご
み
ご
み
と
た
て
こ
ん
だ
街
並
が

過
ぎ
る
と
、
や
が
て
低
い
山
々
が
線
路
の
両
脇
に
見
え
始
め
た
。
宇
治

山
田
駅
ま
で
、
ず
っ
と
単
調
な
風
景
が
つ
づ
い
た
。（
略
）
鳥
羽
に
近
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づ
く
と
左
手
に
海
が
見
え
始
め
た
。（
略
）
曲
が
り
く
ね
っ
た
線
路
と

並
ぶ
格
好
で
、
国
道
百
六
十
七
号
線
が
つ
づ
い
て
い
た
。（
略
）
鵜
方

を
過
ぎ
た
途
端
、
こ
ん
ど
は
右
手
に
入
江
が
見
え
、
そ
こ
に
真
珠
を
養

殖
す
る
た
め
の
い
か
だ
が
浮
か
ん
で
い
た
。
鵜
方
か
ら
賢
島
ま
で
は
十

分
足
ら
ず
で
、
車
内
放
送
の
、
間
も
な
く
終
着
駅
の
賢
島
に
到
着
す
る

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
た
と
き
、
燎
平
の
心
臓
は
急
に
動
悸
が
強
く

な
り
、
体
の
あ
ち
こ
ち
が
こ
わ
ば
っ
て
き
た
。

こ
の
と
お
り
、
沿
線
の
実
況
は
、
燎
平
の
心
理
状
態
に
全
く
関
係
が
な
い

よ
う
に
描
か
れ
な
が
ら
、
や
は
り
最
後
の
一
文
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
背
景
に
、
こ
れ
か
ら
恋
人
と
一
緒
に
い
る
夏
子
に
会
っ
て
か
ら
展
開
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
、
実
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。

「
志
摩
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に
つ
い
て
も
、「
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
で
は
あ
っ

た
が
、
い
か
に
も
一
流
ホ
テ
ル
ら
し
い
格
式
を
持
っ
た
建
物
だ
っ
た
」
と
い

う
表
現
か
ら
、
読
者
は
お
そ
ら
く
容
易
に
、「
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
」
を
思
い

浮
か
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ふ
た
り
は
そ
の
扉
か
ら
ホ
テ
ル
の
裏
庭
に
出
た
。
右
に
曲
が
り
な
が

ら
降
り
て
行
く
石
の
階
段
が
あ
っ
た
。
入
江
の
波
打
ち
ぎ
わ
の
と
こ
ろ

に
、
ホ
テ
ル
客
の
た
め
の
桟
橋
が
架
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
英

虞
湾
を
形
成
し
て
い
る
幾
つ
も
の
入
江
の
一
角
で
、
大
阪
の
街
中
よ
り

も
う
ん
と
暖
か
い
陽
が
差
し
、
海
鳥
の
鳴
き
声
が
潮
風
に
混
じ
っ
て
聞

こ
え
て
い
た
。（
略
）

大
王
崎
か
ら
御
座
に
向
か
っ
て
伸
び
る
半
島
の
一
角
が
、
荒
々
し
い

熊
野
灘
の
黒
潮
を
さ
え
ぎ
っ
て
、
英
虞
湾
の
中
は
、
そ
こ
だ
け
美
し
い

沼
み
た
い
に
静
ま
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

こ
の
場
面
も
、
読
み
よ
う
に
よ
れ
ば
、
燎
平
の
心
理
を
比
喩
し
て
い
る
と

も
云
え
よ
う
。
地
名
は
、
場
所
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
も
う
一
つ
別
次
元
の

意
味
合
い
を
含
み
持
た
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
表
現
手
法
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
作
者
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
小
説
全
体
に
と
っ

て
、
如
何
に
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
証
が
為
さ
れ
た
後
に
は
、
そ
れ

ら
の
切
り
口
自
体
が
、
こ
の
小
説
の
魅
力
の
案
内
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
い
き
な
り
作
品
の
構
造
の
中
心
を
形

成
す
る
と
も
思
え
な
い
。

「
青
が
散
る
」
は
、
一
見
単
純
と
も
見
え
る
四
年
間
の
大
学
生
活
と
い
う

枠
組
み
の
中
で
、
し
か
も
さ
ほ
ど
回
想
や
予
想
な
ど
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

よ
う
な
こ
と
の
な
い
、
自
然
な
時
間
の
流
れ
を
設
定
し
、
そ
の
四
年
間
と
い

う
限
定
さ
れ
た
時
間
の
中
に
、
誰
も
が
そ
の
時
代
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る

「
青
春
」
な
る
も
の
を
描
き
込
む
と
い
う
、
大
ま
か
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
説
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
実
に
大

胆
な
試
み
で
あ
る
。
二
〇
歳
前
後
の
恋
愛
感
情
や
失
恋
、
歌
手
に
な
る
な
ど

の
将
来
に
関
わ
る
夢
や
そ
の
挫
折
な
ど
は
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ

れ
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
作
中
の
テ
ニ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
大
学
生
活
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
も
ま
た
、
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
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自
ら
の
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
第
一
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
、
い
わ
ば
あ
り
ふ
れ
た
材
料
を
、
大
学
近
辺
の
大
阪
周
辺
に
舞
台

も
限
っ
て
描
い
た
こ
の
小
説
は
、
実
に
陳
腐
で
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
小
説
に

堕
す
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
誰
も
が
よ
く

知
っ
て
い
る
は
ず
の
「
青
春
」
な
る
も
の
は
、
し
か
し
最
も
描
き
に
く
い
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
青
春
」
な
る
も
の
は
、
多
く
の
読
者
に
共
感
共

有
さ
れ
る
は
ず
の
感
覚
や
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
環
境
や
条
件
が
違
う
た
め
に
、
自
ら
の
経

験
と
全
く
同
一
化
で
き
る
も
の
で
も
な
い
の
で
、
常
に
微
妙
に
ず
れ
た
感
覚

を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
読
者
の
個
別
の
「
青
春
」
体
験
と
は
別
に
描
か
れ
る
、
あ

る
小
説
の
「
青
春
」
な
る
も
の
が
、
読
者
の
も
の
と
は
相
違
す
る
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、
読
者
の
「
青
春
」
の
何
か
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
小
説
は
多
く
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
手
法
が
、
テ
ニ
ス
の
試
合
の
駆
け
引
き
に
よ
る

人
物
像
の
代
替
的
描
写
や
、
読
者
の
五
感
に
よ
り
作
中
世
界
の
再
現
を
促
す

描
き
込
み
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
関
係
の
危
う
さ
に
代
表
さ
れ
る
、

う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
「
青
春
」
の
空
気
を
、
テ
ニ
ス
の
ゲ
ー
ム
展
開
と

い
う
も
う
一
つ
別
の
ド
ラ
マ
設
定
と
、
五
感
の
描
写
に
よ
っ
て
代
替
し
て
読

者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
洋
菓
子
や
神
戸
ら
し
さ
、
賢
島
な
ど
の
要
素
の
一
つ
一
つ
が
、

す
べ
て
、
こ
の
目
的
達
成
を
補
完
す
る
要
素
と
し
て
特
定
さ
れ
る
時
、
小
説

の
全
体
像
の
構
成
美
が
、
改
め
て
姿
を
現
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
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